
　

松
本
平
は
大
昔
、
湖
で
あ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
泉
小
太
郎

の
湖
水
伝
説
（
蹴け

裂さ
く

伝
説
）
だ
。

諏
訪
大
明
神
の
化
身
で
あ
る
母
犀さ

い

竜り
ゅ
う

の
背
に
乗
っ
て
、巨
大
な
岩（
生

坂
村
山さ

ん
せ
い清
路じ

）
を
砕
き
、
日
本
海

ま
で
水
を
流
し
た
。
出
来
た
の
が

松
本
盆
地
。
湖
水
伝
説
は
県
内
で

は
長
野
、
上
田
。
県
外
で
は
遠
野

（
岩
手
県
）、
山
形
、
甲
府
、
奈
良
。

外
国
で
は
カ
ト
マ
ン
ズ
（
ネ
パ
ー

ル
）、
カ
シ
ミ
ー
ル
（
イ
ン
ド
北

部
と
パ
キ
ス
タ
ン
北
東
部
の
国
境

付
近
）
で
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
書
記
の
神じ

ん
ぐ
う功
皇
后
の
巻
で

は
裂さ

く

田た

の
溝う

な
で

の
開
削
伝
説
が
あ

る
。
福
岡
市
の
那な

か珂
川
か
ら
神し

ん
で
ん田

に
水
を
入
れ
よ
う
と
し
た
時
、
大

岩
が
溝
を
塞
い
で
い
た
。
皇
后
は

武た
け
の
う
ち
の内
宿す

く
ね禰
に
剣
と
鏡
を
神
前
に
さ

さ
げ
て
祈
ら
せ
た
。
急
に
雷
が
激

し
く
鳴
り
、
岩
を
蹴け

裂さ
く

し
、
水
を

通
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

松
本
平
が
湖
水
だ
っ
た
と
き
の

岬
が
七
つ
あ
る
。
横よ

こ

出で

が
崎さ

き
（
朝

日
村
と
山
形
村
の
境
）、
新
村
の

岩い
わ
さ
き崎
、
木き

崎ざ
き
（
大
町
）、
仏ほ

と
け

崎ざ
き
（
大

町
：
泉
小
太
郎
の
両
親
と
小
太

郎
が
晩
年
こ
も
っ
た
と
さ
れ
る
場

所
）、蟻あ

り

ケが

崎さ
き（
松
本
）、押お

し

野の

崎ざ
き（
明

　

こ
の
度
、
町
会
連
合
会
長
を
務

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
安
塚
町

会
の
川
久
保
孝
正
と
申
し
ま
す
。

精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
、
お
力
添

え
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

本
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
猛
威
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出

現
に
よ
り
先
行
き
不
透
明
で
、
各

町
会
の
行
事
等
も
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
で
す

が
、
町
会
連
合
会
と
し
て
地
区
の

皆
さ
ま
の
安
全
と
安
心
を
最
優
先

に
考
え
つ
つ
、
参
加
人
数
の
制
限

や
開
催
時
間
の
短
縮
等
に
よ
り
実

施
可
能
と
判
断
さ
れ
た
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
十
分
な
感
染
対
策

を
と
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
を
取
り
巻
く
様
々

な
課
題
に
つ
き
ま
し
て
も
、
あ
た

ら
し
の
郷
協
議
会
を
は
じ
め
、
新

村
地
区
で
活
動
す
る
多
く
の
会
や

団
体
の
皆
さ
ま
と
意
思
疎
通
を
図

り
な
が
ら
連
携
し
、
住
み
よ
い
新

村
地
区
づ
く
り
の
た
め
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

新
町
会
連
合
会
長

新
町
会
連
合
会
長

あ
い
さ
つ

あ
い
さ
つ

町会連合会長
川久保　孝正

通
学
路
問
題
で
関
係
地
権
者
の
ご

理
解
と
、
関
係
町
会
長
さ
ん
の
ご

努
力
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
安
全

が
一
部
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
中
部
縦
貫
道

や
環
状
高
家
線
、
多
目
的
研
修
セ

ン
タ
ー
、
さ
ら
に
は
空
き
家
対
策

な
ど
、
直
近
や
将
来
に
向
け
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な

課
題
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に

事
業
を
見
直
す
と
と
も
に
、
あ
た

ら
し
の
郷
協
議
会
と
町
会
連
合
会

が
組
織
を
越
え
て
腕か

い
な

を
結
び
、
隣

接
す
る
和
田
・
島
立
地
区
な
ど
と

の
連
携
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

水
五
訓
に
「
清
濁
併
せ
容
る
る

は
水
な
り
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
老
若
男
女
と
も
ど
も
「
あ

た
ら
し
の
郷
」
の
四
季
と
、
人
々

の
息
遣
い
に
心
寄
せ
ら
れ
ん
こ
と

を
。大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

退
任
の
あ
い
さ
つ

退
任
の
あ
い
さ
つ

前
町
会
連
合
会
長

岩
間
　
瀧
太
郎

　

コ
ロ
ナ
禍
に
明
け
暮
れ
、
多
く

の
事
業
の
中
止
や
縮
小
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
令
和
３
年
度
。
町
会
長

各
位
や
髙
山
セ
ン
タ
ー
長
を
は
じ

め
、
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
町

会
連
合
会
長
を
務
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
あ
た
ら
し
の
郷
協
議

会
と
連
携
し
て
、
新
村
地
区
の
諸

問
題
の
協
議
や
安
全
安
心
、
特
に

科
）、
も
う
一
つ
山
辺
に
あ
っ
た
と

い
う
。
舟
付
き
場
で
あ
っ
た
と
い

う
伝
承
地
も
あ
る
（
明
科
の
舟ふ

な

窪く
ぼ

な
ど
）。
標
高
6
0
0
ｍ
ま
で
水

が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
南
北
に
約

25
㎞
、
東
西
で
約
８
㎞
、
サ
ロ
マ

湖
（
1
5
1・
５
９
㎢
）
よ
り
大

き
い
湖
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

母
犀
竜
は
採
取
・
狩
猟
・
漁
労

活
動
を
生
活
の
基
本
と
し
た
縄
文

人
を
暗
示
。
安
曇
族
（
父
白
竜

王
）
が
松
本
平
に
や
っ
て
き
た
こ

ろ
、
湖
沼
地
帯
だ
っ
た
。
小
太
郎

は
低
湿
地
帯
を
蹴け

裂さ
く

し
平
地
を
生

み
だ
し
、稲
作
地
帯
（
灌か

ん
が
い漑
稲
作
）

を
造
り
出
し
た
古
墳
時
代
人
を
暗

示
。
食
糧
の
増
産
に
よ
り
、
古
墳

時
代
に
日
本
の
人
口
は
飛
躍
的
に

伸
び
た
。

令
和
４
年
度
の
町
会
長
紹
介

【
町
会
長
】

上
新
東
　
土
屋
　
伯
仁

上
新
西
　
酒
井
　
義
之

根
　
石
　
柳
澤
　
鉄
男
（
副
会
長
）

安
　
塚
　
川
久
保
　
孝
正
（
会
長
）

山
　
王
　
宮
﨑
　
由
雄

南
新
中
　
手
塚
　
剛

南
新
東
　
手
塚
　
圭
一
（
副
会
長
）

東
　
新
　
田
野
口
　
弘
（
監
事
）

北
新
中
　
西
原
　
敬
二（
緑
化
推
進
員
）

北
新
南
　
伊
東
　
徹
男（
緑
化
推
進
員
）

北
新
西
　
横
山
　
敏
彦

北
新
東
　
三
村
　
章
博

下
新
南
　
白
田
　
廣
（
監
事
）

下
新
北
　
岩
波
　
次
男
（
会
計
）

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

看
板
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

看
板
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
‼‼

　

こ
の
た
び
、玄
関
ポ
ー
チ
の「
地

域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
の
看
板
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。
前

回
と
同
様
に
、
北
新
東
の
渡
辺
信

恵
先
生
に
筆
を
揮ふ
る

っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

新
村
よ
も
や
ま
話

新
村
よ
も
や
ま
話

～
七
岬
～

～
七
岬
～
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新村の人口・世帯数
令和 4 年 5月１日現在
世帯数　1,317 戸
　男　　1,528人
　女　　1,637人
合　計　3,165人



　

今
年
度
よ
り
館
報
編
集
委
員
と

し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
大
住
望
で

す
。
大
学
生
の
た
め
新
村
地
区
に

つ
い
て
分
か
ら
な
い
部
分
も
多
い

で
す
が
、
学
生
な
ら
で
は
の
視
点

で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

【
運
営
委
員
】

運
営
委
員
長

川
久
保
孝
正

副
運
営
委
員
長原

田　
典
明

町
会
連
合
会
副
会
長

柳
澤　
鉄
男

町
会
連
合
会
副
会
長　

手
塚　
圭
一

町
内
公
民
館
長

上
新
東�

原
田　
典
明

上
新
西�

関　
　
　
弘

根　
石�

村
山　
雅
子

安　
塚�

西
原　
住
男

山　
王�

一
志　
好
文

南
新
中�

手
塚　
正
道

南
新
東�

輿　
　
哲
郎

東　
新�

上
條　
寿
久

北
新
中�

新
村　
岳
彦

北
新
南�

清
澤　
　
毅

北
新
西�

西
牧　
達
雄

北
新
東�

横
山　
良
尚

下
新
南�

竹
村
ま
り
か

下
新
北�

赤
澤　
久
喜

芝
沢
小
学
校
長赤

羽　
秀
明

高
綱
中
学
校
長清

水　
伸
行

新
村
保
育
園
長

曽
根
原
由
美
子

児
童
セ
ン
タ
ー
館
長

白
田　
優
子

芝
沢
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

大
澤　
　
拓

高
綱
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表　

乾　
　
芳
武

保
育
園
保
護
者
会
長　

岩
下
真
優
紗

館
報
編
集
委
員
長　

  

川
合　
文
明

体
育
協
会
長　
　
　

  

山
田　
雄
一

図
書
委
員
長　
　
　

  

本
多　
典
子

視
聴
覚
委
員
長　
　

  

花
村　
　
信

子
ど
も
会
育
成
会
長　

波
多
腰　
力

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
長

　
白
田　
　
廣

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長

大
月
み
ど
り

【
館
報
編
集
委
員
会
】

上
新
西�

関　
　
久
恵

下
新
南�

武
井　
　
剛

根　
石�

輿　
　
賢
次

東　
新�

平
原　
美
香

南
新
東�

乾　
　
文
子

上
新
東�

関　
　
成
任

下
新
北�

松
森　
清
昭

松
本
大
学�

大
住　
　
望

（
全
市
版
編
集
委
員
）

山　
王�

山
口　
　
茂

【
体
育
委
員
】

南
新
中�

青
木　
秀
行

南
新
東�

手
塚　
修
二

下
新
南�

菅
澤　
直
哉

南
新
東�

小
林　
靖
直

北
新
東�

家
段　
久
徳

【
図
書
委
員
会
】

山　
王�

土
屋
ま
ゆ
み

山　
王�

郷
津
亜
希
子

南
新
東�

波
多
腰
み
つ
子

東　
新�

田
中　
順
子

上
新
東�

北
林
喜
美
子

令
和
４
年
度

公
民
館
委
員
紹
介

【
視
聴
覚
委
員
会
】

上
新
西�

関　
　
徳
雄

安　
塚�

川
久
保
勝
義

下
新
北�

北
原　
剛
弘

北
新
東�

原
田　
　
裕

上
新
東�

関　
　
成
任

東　
新�

篠
之
井
洋
彰

北
新
南�

新
村　
　
徹

【
も
の
ぐ
さ
大
学
理
事
会
】

理
事
長　

下
新
北�

山
下　
陽
一

下
新
北�

川
合　
文
明

南
新
東�

輿　
　
勝
登

山　
王�

上
條　
貴
子

根　
石�

久
保
田
和
孝

山　
王�

山
口　
　
茂

安　
塚�

野
口　
義
輝

安　
塚�

川
久
保
孝
正

上
新
東�

関　
　
成
任

下
新
北�
松
森　
清
昭

南
新
中�
上
條
小
百
合

令
和
４
年
度

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
職
員
紹
介

【
出
張
所
】

セ
ン
タ
ー
長�

髙
山　
芳
伯

主　
任�

金
井　
実
加

職　
員�

丸
山　
安
代

（
公
民
館
兼
務
）

【
公
民
館
】

館　
長�

新
村　
芳
男

主　
事�

太
田
正
太
郎

【
福
祉
ひ
ろ
ば
】

職　
員�

輿　
　
博
美

職　
員�

宮
下　
幸
江

職　
員�

花
村　
美
佳

【
地
区
担
当
保
健
師
】

職　
員�

西
沢　
美
保

【
生
活
支
援
員
】

職　
員�

上
条　
貴
子

も
の
ぐ
さ
大
学

も
の
ぐ
さ
大
学

　

４
月
21
日
、
参
加
者
21
名
で
軽

井
沢
の
絵
本
の
森
美
術
館
・
ム
ー

ゼ
の
森
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
こ
は

軽
井
沢
の
自
然
の
森
を
生
か
し
、

世
界
の
絵
本
や
原
画
作
品
を
展
示

す
る
美
術
館
や
エ
ル
ツ
お
も
ち
ゃ

人
事
往
来

人
事
往
来

新福祉ひろば職員
花村　美佳

　

今
年
度
よ
り
新
村
地
区
福
祉
ひ

ろ
ば
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
な

り
ま
し
た
花
村
美
佳
で
す
。
新
村

地
区
の
皆
様
が
楽
し
く
集
い
、
健

康
づ
く
り
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地区生活支援員
上条　貴子

　

４
月
よ
り
新
村
地
区
生
活
支
援

員
と
な
り
ま
し
た
上
条
貴
子
と
申

し
ま
す
。
初
め
て
の
仕
事
で
す

が
、
新
村
地
区
の
こ
と
を
学
び
な

が
ら
、
地
域
の
皆
様
の
お
困
り
ご

と
を
一
緒
に
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
和
田
出
張
所
に
異
動

と
な
り
ま
し
た
。
新
村
地
区
で
の

経
験
は
、
私
に
と
っ
て
大
切
な
財

産
に
な
っ
て
い
ま
す
。
沢
山
の
方

と
親
し
く
さ
せ
て
頂
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
村
の
皆

様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

前
出
張
所
主
事

伊
藤
　
明め
い

子

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

新編集委員

大
おおすみ

住　望
のぞみ

◉
新
館
報
編
集
委
員
紹
介

博
物
館
等
の
施
設
が
点
在
し
、「
大

人
の
好
奇
心
」
を
テ
ー
マ
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

森
の
家
で
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
、
学
芸
員
の
方
か

ら
「
動
物
絵
本
の
魅
力
」
と
題
さ

れ
た
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
ま
し

た
。
擬
人
化
さ
れ
た
動
物
や
動
物

と
人
間
と
の
交
流
な
ど
、
様
々
な

パ
タ
ー
ン
を
持
つ
動
物
絵
本
の
魅

力
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

絵
本
美
術
館
の
展
示
館
に
は
、
欧

米
絵
本
を
中
心
に
貴
重
な
原
画
や

初
版
本
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
約

１
５
０
０
冊
を
越
え
る
絵
本
は
圧

巻
で
し
た
。「
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
」

の
常
設
展
示
も
あ
り
、
懐
か
し
く

心
温
ま
る
世
界
に
浸
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。ま
た
エ
ル
ツ
お
も
ち
ゃ

博
物
館
で
は
ド
イ
ツ
・
エ
ル
ツ
地

方
で
３
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇

る
木
工
お
も
ち
ゃ
を
は
じ
め
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
知
育
玩
具

が
集
め
ら
れ
、
表
情
豊
か
な
く
る

み
割
り
人
形
な
ど
、
そ
の
土
地
の

歴
史
と
文
化
の
息
づ
か
い
を
感
じ

と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

美
術
館
巡
り

美
術
館
巡
り

軽
井
沢
絵
本
の
森
美
術
館

軽
井
沢
絵
本
の
森
美
術
館参加者で記念撮影♪♪

※撮影時のみマスクを外しています。
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